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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一対の入力端子と、光源が電気的に接続される一対の出力端子と、交流電流を全波整流
する整流回路と、前記整流回路からの脈流電流を直流電流に変換して、前記直流電流を前
記一対の出力端子へ出力する変換回路と、前記変換回路を制御する制御回路とを備え、
　前記一対の入力端子は、前記整流回路の一対の入力端と電気的に接続され、
　前記整流回路の一対の出力端は、前記変換回路の一対の入力端と電気的に接続され、
　前記変換回路は、ＳＥＰＩＣであって、前記変換回路の一対の入力端間に接続された第
１コンデンサと、前記第１コンデンサの両端間に接続された第１インダクタおよびスイッ
チング素子の直列回路と、前記スイッチング素子における第１主端子と第２主端子との間
に接続された第２コンデンサおよび第２インダクタの直列回路と、前記第２インダクタの
両端間に接続されたダイオードおよび第３コンデンサの直列回路とを備え、
　前記第３コンデンサは、前記変換回路の一対の出力端間に接続され、
　前記一対の出力端子は、前記変換回路の一対の出力端と電気的に接続され、
　前記第１インダクタのインダクタンスおよび前記第２インダクタのインダクタンスは、
前記ダイオードが導通する期間を、前記第１コンデンサと前記第１インダクタと前記第２
コンデンサと前記第３コンデンサとを含む閉ループ回路における共振周期の半周期よりも
短くするように、設定され、
　前記制御回路は、一定周期ごとに前記スイッチング素子がオン状態となるように、前記
スイッチング素子を制御する
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　ことを特徴とする点灯装置。
【請求項２】
　前記第１インダクタのインダクタンスは、前記第２インダクタのインダクタンスよりも
大きく設定されている
　ことを特徴とする請求項１記載の点灯装置。
【請求項３】
　前記制御回路は、前記スイッチング素子の導通期間が一定となるように、前記スイッチ
ング素子を制御する
　ことを特徴とする請求項１または請求項２記載の点灯装置。
【請求項４】
　前記制御回路は、前記スイッチング素子を駆動する駆動部と、前記駆動部を制御する制
御部と、前記光源に印加される電圧である第１電圧を検出する第１検出部と、前記整流回
路の一対の出力端間の電圧である第２電圧を検出する第２検出部と、前記ダイオードに流
れる電流の電流値が所定範囲内の値であることを検出する第３検出部とを備え、
　前記制御部は、前記駆動部を制御する制御信号を生成する生成部を備え、
　前記制御部は、前記生成部により生成された前記制御信号を前記駆動部へ出力するよう
に構成され、
　前記生成部は、前記一定周期ごとに前記スイッチング素子をオン状態にする前記制御信
号を生成するように構成され、
　前記制御部は、前記第１電圧と前記第２電圧とが（前記第１電圧の電圧値）≦｛（前記
第２電圧の実効値）／３｝の関係を満たすとき、前記生成部により生成された前記制御信
号を前記駆動部へ出力するように構成され、
　前記制御部は、前記第１電圧と前記第２電圧とが（前記第１電圧の電圧値）＞｛（前記
第２電圧の実効値）／３｝の関係を満たすとき、前記第３検出部の検出結果に応じて、前
記駆動部が前記スイッチング素子を駆動するように前記駆動部を制御する
　ことを特徴とする請求項１ないし請求項３のいずれか１項に記載の点灯装置。
【請求項５】
　請求項１ないし請求項４のいずれか１項に記載の点灯装置と、前記点灯装置により点灯
可能な前記光源とを備えている
　ことを特徴とする照明器具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般に、点灯装置およびそれを用いた照明器具に関し、より詳細には、光源
を点灯させる点灯装置およびそれを用いた照明器具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ＬＥＤを作動させるスイッチング装置が提案されている（特許文献１）。
【０００３】
　特許文献１に記載されたスイッチング装置は、ＳＥＰＩＣ（Single Ended Primary Ind
uctance Converter）を備えている。
【０００４】
　特許文献１には、ＳＥＰＩＣを構成する電子部品として、３つのコンデンサ（バイパス
キャパシタ、キャパシタ、バッファキャパシタ）と、スイッチング素子とを用いる旨が記
載されている。また、特許文献１には、ＳＥＰＩＣを構成する電子部品として、３つのイ
ンダクタ（自己インダクタンス、変圧器の一次巻線および二次巻線）と、ダイオードとを
用いる旨が記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
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【特許文献１】特表２００４－５３６４３４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、特許文献１に記載されたスイッチング装置等の点灯装置は、力率改善を図る
ことが望まれている。
【０００７】
　特許文献１に記載されたスイッチング装置では、力率改善を図る場合、バイパスキャパ
シタおよびキャパシタのキャパシタンスを比較的小さく設定する必要がある。
【０００８】
　しかしながら、このスイッチング装置では、バイパスキャパシタおよびキャパシタのキ
ャパシタンスを比較的小さく設定すると、バイパスキャパシタ、自己インダクタンス、キ
ャパシタおよびバッファキャパシタを含む閉ループ回路に共振電流が流れる虞がある。よ
って、特許文献１に記載されたスイッチング装置では、力率改善を図る場合、ＳＥＰＩＣ
の動作が不安定になる可能性がある。
【０００９】
　本発明の目的は、力率改善を図りながらも、動作の安定性を向上させることが可能な点
灯装置およびそれを用いた照明器具を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の点灯装置は、一対の入力端子と、一対の出力端子と、交流電流を全波整流する
整流回路と、前記整流回路からの脈流電流を直流電流に変換して、前記直流電流を前記一
対の出力端子へ出力する変換回路と、前記変換回路を制御する制御回路とを備えている。
前記一対の入力端子は、前記整流回路の一対の入力端と電気的に接続されている。前記整
流回路の一対の出力端は、前記変換回路の一対の入力端と電気的に接続されている。前記
変換回路は、ＳＥＰＩＣである。前記変換回路は、前記変換回路の一対の入力端間に接続
された第１コンデンサと、前記第１コンデンサの両端間に接続された第１インダクタおよ
びスイッチング素子の直列回路とを備えている。また、前記変換回路は、前記スイッチン
グ素子における第１主端子と第２主端子との間に接続された第２コンデンサおよび第２イ
ンダクタの直列回路と、前記第２インダクタの両端間に接続されたダイオードおよび第３
コンデンサの直列回路とを備えている。前記第３コンデンサは、前記変換回路の一対の出
力端間に接続されている。前記一対の出力端子は、前記変換回路の一対の出力端と電気的
に接続されている。前記第１インダクタのインダクタンスは、前記ダイオードが導通する
期間を、前記第１コンデンサと前記第１インダクタと前記第２コンデンサと前記第３コン
デンサとを含む閉ループ回路における共振周期の半周期よりも短くするように、設定され
ている。前記第２インダクタのインダクタンスは、前記ダイオードが導通する期間を、前
記第１コンデンサと前記第１インダクタと前記第２コンデンサと前記第３コンデンサとを
含む閉ループ回路における共振周期の半周期よりも短くするように、設定されている。前
記制御回路は、一定周期ごとに前記スイッチング素子がオン状態となるように、前記スイ
ッチング素子を制御する。
【００１１】
　本発明の照明器具は、前記点灯装置と、前記点灯装置により点灯可能な前記光源とを備
えている。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明の点灯装置においては、力率改善を図りながらも、動作の安定性を向上させるこ
とが可能となる。
【００１３】
　本発明の照明器具においては、力率改善を図りながらも、動作の安定性を向上させるこ
とが可能な点灯装置を備えた照明器具を提供することができる。
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【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】実施形態１の点灯装置を備えた照明器具の回路ブロック図である。
【図２】実施形態１の点灯装置における制御回路と検出回路との回路図である。
【図３】実施形態１の点灯装置における変換回路の動作を示すタイミングチャートである
。
【図４】実施形態１の点灯装置における整流回路の入力電流の電流波形を示す波形図であ
る。
【図５】実施形態１の点灯装置における定電流回路を説明する説明図である。
【図６】実施形態１の点灯装置における他の変換回路を示す回路図である。
【図７】実施形態１の点灯装置を備えた照明器具の施工状態において、一部破断された概
略斜視図である。
【図８】実施形態２の点灯装置を備えた照明器具の回路ブロック図である。
【図９】実施形態２の点灯装置に関し、変換回路の出力電圧と、整流回路の入力電流に含
まれる第５次高調波成分の歪率との相関図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　（実施形態１）
　以下では、実施形態１の点灯装置１０Ａについて、図１～図５を参照しながら説明する
。
【００１６】
　点灯装置１０Ａは、光源２０を点灯させるように構成されている。
【００１７】
　光源２０は、例えば、複数（図１では、４つ）の固体発光素子２１を備えている。複数
の固体発光素子２１の各々は、例えば、ＬＥＤである。複数の固体発光素子２１の電気的
な接続関係は、例えば、直列接続である。複数の固体発光素子２１それぞれの発光色は、
例えば、白色である。
【００１８】
　光源２０では、複数の固体発光素子２１それぞれの発光色を白色としているが、この色
に特に限定しない。また、光源２０では、複数の固体発光素子２１の電気的な接続関係を
、直列接続としているが、この接続に限らず、例えば、並列接続であってもよいし、直列
接続と並列接続とを組み合わせた接続であってもよい。また、光源２０では、固体発光素
子２１として、ＬＥＤを用いているが、これに限らず、例えば、半導体レーザ素子、有機
エレクトロルミネッセンス素子等を用いてもよい。また、光源２０では、固体発光素子２
１の数を複数としているが、１つであってもよい。
【００１９】
　点灯装置１０Ａは、一対の入力端子１Ａ，１Ｂと、一対の出力端子２Ａ，２Ｂと、整流
回路３と、変換回路４と、制御回路５と、検出回路６とを備えている。また、点灯装置１
０Ａは、フィルタ回路７と、定電流回路８とを備えている。
【００２０】
　一対の入力端子１Ａ，１Ｂ間には、正弦波状の交流電流を出力する交流電源５０が電気
的に接続される。交流電源５０は、例えば、商用電源である。なお、点灯装置１０Ａは、
交流電源５０を構成要素として含まない。
【００２１】
　一対の出力端子２Ａ，２Ｂ間には、光源２０が電気的に接続される。なお、点灯装置１
０Ａは、光源２０を構成要素として含まない。
【００２２】
　整流回路３は、例えば、交流電源５０からの交流電流を全波整流するように構成されて
いる。整流回路３は、例えば、ダイオードブリッジである。整流回路３の一対の入力端は
、一対の入力端子１Ａ，１Ｂと電気的に接続されている。整流回路３の一対の出力端は、
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変換回路４の一対の入力端と電気的に接続されている。
【００２３】
　変換回路４は、整流回路３からの脈流電流を直流電流に変換するように構成されている
。また、変換回路４は、上記直流電流を一対の出力端子２Ａ，２Ｂへ出力するように構成
されている。変換回路４は、ＳＥＰＩＣである。
【００２４】
　変換回路４は、例えば、コンデンサ（第１コンデンサ）Ｃ１と、インダクタ（第１イン
ダクタ）Ｌ１およびスイッチング素子Ｑ１の直列回路とを備えている。また、変換回路４
は、コンデンサ（第２コンデンサ）Ｃ２およびインダクタ（第２インダクタ）Ｌ２の直列
回路と、ダイオードＤ１およびコンデンサ（第３コンデンサ）Ｃ３の直列回路とを備えて
いる。
【００２５】
　スイッチング素子Ｑ１は、第１主端子、第２主端子および制御端子を備えている。スイ
ッチング素子Ｑ１は、例えば、エンハンスメント型のｎチャネルＭＯＳＦＥＴである。ス
イッチング素子Ｑ１では、第１主端子がドレイン端子であり、第２主端子がソース端子で
あり、制御端子がゲート端子である。
【００２６】
　コンデンサＣ１は、変換回路４の一対の入力端間に接続されている。
【００２７】
　インダクタＬ１およびスイッチング素子Ｑ１の直列回路は、コンデンサＣ１の両端間に
電気的に接続されている。
【００２８】
　コンデンサＣ２およびインダクタＬ２の直列回路は、スイッチング素子Ｑ１におけるド
レイン端子とソース端子との間に、電気的に接続されている。スイッチング素子Ｑ１のゲ
ート端子は、制御回路５と電気的に接続されている。
【００２９】
　ダイオードＤ１およびコンデンサＣ３の直列回路は、インダクタＬ２の両端間に電気的
に接続されている。ダイオードＤ１のアノードは、インダクタＬ２と電気的に接続されて
いる。ダイオードＤ１のカソードは、コンデンサＣ３と電気的に接続されている。
【００３０】
　コンデンサＣ３は、変換回路４の一対の出力端間に接続されている。
【００３１】
　コンデンサＣ３の高電位側の端子は、出力端子２Ａと電気的に接続されている。コンデ
ンサＣ３の低電位側の端子は、検出回路６と定電流回路８とを介して、出力端子２Ｂと電
気的に接続されている。言い換えれば、変換回路４の一対の出力端は、一対の出力端子２
Ａ，２Ｂと電気的に接続されている。
【００３２】
　制御回路５は、変換回路４を制御するように構成されている。具体的に説明すると、制
御回路５は、スイッチング素子Ｑ１を制御するように構成されている。なお、制御回路５
の詳細については、後述する。
【００３３】
　変換回路４は、制御回路５によりスイッチング素子Ｑ１のオンオフが制御されることで
、上記直流電流を出力するように構成されている。
【００３４】
　以下では、変換回路４の動作について説明する。
【００３５】
　変換回路４では、スイッチング素子Ｑ１がオフ状態からオン状態になると、コンデンサ
Ｃ１の高電位側の端子、インダクタＬ１、スイッチング素子Ｑ１、コンデンサＣ１の低電
位側の端子の経路で電流が流れる。また、変換回路４では、スイッチング素子Ｑ１がオフ
状態からオン状態になると、コンデンサＣ２の高電位側の端子、スイッチング素子Ｑ１、
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インダクタＬ２、コンデンサＣ２の低電位側の端子の経路で電流が流れる。よって、変換
回路４では、スイッチング素子Ｑ１がオン状態のとき、インダクタＬ１とインダクタＬ２
とに磁気エネルギーが蓄積される。
【００３６】
　変換回路４では、スイッチング素子Ｑ１がオン状態からオフ状態になると、インダクタ
Ｌ１に逆起電力が発生するので、インダクタＬ１の第１端、コンデンサＣ２、ダイオード
Ｄ１、コンデンサＣ３、コンデンサＣ１、インダクタＬ１の第２端の経路で電流が流れる
。また、変換回路４では、スイッチング素子Ｑ１がオン状態からオフ状態になると、イン
ダクタＬ２に逆起電力が発生するので、インダクタＬ２の第１端、ダイオードＤ１、コン
デンサＣ３、インダクタＬ２の第２端の経路で電流が流れる。これにより、変換回路４で
は、コンデンサＣ３の両端電圧が閾値電圧以上のとき、上記直流電流を出力することが可
能となる。
【００３７】
　検出回路６は、光源２０に流れる電流に対応する電圧（以下、「検出電圧」）を検出す
るように構成されている。検出回路６は、抵抗Ｒ１と、フィルタ部９とを備えている。
【００３８】
　抵抗Ｒ１の第１端は、コンデンサＣ３の低電位側の端子と電気的に接続されている。抵
抗Ｒ１の第２端は、定電流回路８と電気的に接続されている。また、抵抗Ｒ１の第２端は
、フィルタ部９と電気的に接続されている。
【００３９】
　フィルタ部９は、ＲＣフィルタである。フィルタ部９は、抵抗Ｒ１の両端電圧に含まれ
るノイズを除去するように構成されている。フィルタ部９は、図２に示すように、抵抗Ｒ
２とコンデンサＣ４とを備えている。
【００４０】
　抵抗Ｒ２の第１端は、抵抗Ｒ１の第２端と電気的に接続されている。抵抗Ｒ２の第２端
は、制御回路５と電気的に接続されている。また、抵抗Ｒ２の第２端は、コンデンサＣ４
を介して、コンデンサＣ３の低電位側の端子と電気的に接続されている。
【００４１】
　フィルタ回路７は、ノイズを除去するように構成されている。フィルタ回路７は、例え
ば、スイッチング素子Ｑ１から交流電源５０へ流出するノイズ（スイッチングノイズ）を
除去するように構成されている。また、フィルタ回路７は、例えば、交流電源５０からの
交流電流に含まれるノイズ、空間へ輻射するノイズ等を除去するように構成されている。
フィルタ回路７は、コンデンサＣ５と、２つのインダクタＬ３，Ｌ４とを備えている。コ
ンデンサＣ５のキャパシタンスは、例えば、０．１μＦである。
【００４２】
　コンデンサＣ５は、一対の入力端子１Ａ，１Ｂ間に電気的に接続されている。インダク
タＬ３の第１端は、入力端子１Ａと電気的に接続されている。インダクタＬ３の第２端は
、整流回路３の一対の入力端のうち一方の入力端と電気的に接続されている。インダクタ
Ｌ４の第１端は、入力端子１Ｂと電気的に接続されている。インダクタＬ４の第２端は、
整流回路３の一対の入力端のうち他方の入力端と電気的に接続されている。
【００４３】
　なお、フィルタ回路７は、コンデンサＣ５と、２つのインダクタＬ３，Ｌ４とを備えた
構成であるが、この構成を特に限定しない。また、点灯装置１０Ａは、フィルタ回路７を
備えているが、フィルタ回路７を備えていなくてもよい。
【００４４】
　定電流回路８は、変換回路４から出力された直流電流を、光源２０に適した電流に定電
流化するように構成されている。なお、光源２０に適した電流とは、例えば、光源２０か
ら放射された光を見た人が、この光のちらつきを感じない程度に定電流化された電流を意
味する。なお、定電流回路８の詳細については、後述する。
【００４５】
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　点灯装置１０Ａでは、変換回路４としてＳＥＰＩＣを用いている。よって、点灯装置１
０Ａでは、力率改善を図るために、コンデンサＣ１のキャパシタンスとコンデンサＣ２の
キャパシタンスとを比較的小さく設定している。コンデンサＣ１のキャパシタンスは、例
えば、０．１μＦである。コンデンサＣ２のキャパシタンスは、例えば、０．１μＦであ
る。
【００４６】
　また、点灯装置１０Ａでは、コンデンサＣ３のキャパシタンスを比較的大きく設定して
いる。一例を挙げて説明すると、コンデンサＣ３のキャパシタンスは、コンデンサＣ１の
キャパシタンスおよびコンデンサＣ２のキャパシタンスよりも、大きく設定されている。
コンデンサＣ３のキャパシタンスは、例えば、１０００Ｆである。
【００４７】
　本願発明者らは、点灯装置１０Ａと同様の構成を備えた比較例１の点灯装置を考えた。
なお、比較例１の点灯装置では、インダクタＬ１のインダクタンスが、点灯装置１０Ａに
おけるインダクタＬ１のインダクタンスと相違する。また、比較例１の点灯装置では、イ
ンダクタＬ２のインダクタンスが、点灯装置１０ＡにおけるインダクタＬ２のインダクタ
ンスと相違する。
【００４８】
　本願発明者らは、比較例１の点灯装置において、コンデンサＣ１およびコンデンサＣ２
のキャパシタンスを比較的小さく設定すると、ダイオードＤ１が導通する期間に、インダ
クタＬ１に流れる電流Ｉａが振動する虞があるという知見を得た。よって、本願発明者ら
は、比較例１の点灯装置において、コンデンサＣ１およびコンデンサＣ２のキャパシタン
スを比較的小さく設定すると、変換回路４の動作が不安定になる可能性があると考えた。
なお、ダイオードＤ１が導通する期間とは、ダイオードＤ１に電流が流れる期間を意味す
る。また、以下では、説明の便宜上、ダイオードＤ１が導通する期間を、「ダイオードＤ
１の導通期間」と称することもある。
【００４９】
　本願発明者らは、点灯装置１０ＡにおいてダイオードＤ１の導通期間Ｔ１（図３参照）
にインダクタＬ１に流れる電流Ｉａが振動するのを抑制するために、インダクタＬ１とイ
ンダクタＬ２のインダクタンスを、下記の式（１）を満たすように設定することを考えた
。なお、式（１）中のＴｄ１は、ダイオードＤ１が導通する期間を表している。また、式
（１）中のＬは、インダクタＬ１のインダクタンスを表している。また、式（１）中のＣ
ｘは、コンデンサＣ１、コンデンサＣ２およびコンデンサＣ３の合成キャパシタンスを表
している。図３中のＩｑは、スイッチング素子Ｑ１に流れる電流を表している。図３中の
Ｉｄは、ダイオードＤ１に流れる電流を表している。図３中のＩａは、インダクタＬ１に
流れる電流を表している。図３中のＩｂは、インダクタＬ２に流れる電流を表している。
図３中のＴは、スイッチング素子Ｑ１がオンオフする周期を表している。図３中のＴｏｎ
は、スイッチング素子Ｑ１の導通期間を表している。図３中のＴｏｆｆは、スイッチング
素子Ｑ１の遮断期間を表している。
【００５０】
【数１】

【００５１】
　点灯装置１０Ａでは、インダクタＬ１とインダクタＬ２のインダクタンスが、ダイオー
ドＤ１の導通期間Ｔ１をコンデンサＣ１、インダクタＬ１、コンデンサＣ２、コンデンサ
Ｃ３を含む閉ループ回路の共振周期の半周期よりも短くするように、設定されている。こ
れにより、点灯装置１０Ａでは、ダイオードＤ１の導通期間Ｔ１のときに、インダクタＬ
１に流れる電流Ｉａが振動するのを抑制することが可能となる。よって、点灯装置１０Ａ
では、ダイオードＤ１に流れる電流Ｉｄに上記閉ループ回路の共振電流が重畳されるのを
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抑制することが可能となり、変換回路４の動作の安定性を向上させることが可能となる。
すなわち、点灯装置１０Ａでは、力率改善を図りながらも、変換回路４の動作の安定性を
向上させることが可能となる。要するに、点灯装置１０Ａでは、力率改善を図りながらも
、動作の安定性を向上させることが可能となる。
【００５２】
　インダクタＬ１のインダクタンスは、インダクタＬ２のインダクタンスよりも大きく設
定されていることが好ましい。インダクタＬ１のインダクタンスは、例えば、５００μＨ
に設定されている。インダクタＬ２のインダクタンスは、例えば、３００μＨに設定され
ている。これにより、点灯装置１０Ａでは、ダイオードＤ１の導通期間Ｔ１のときにイン
ダクタＬ１に流れる電流Ｉａが振動するのを抑制可能で、かつ、ダイオードＤ１に流れる
電流Ｉｄがゼロに達した後にスイッチング素子Ｑ１をオン状態にすることが可能となる。
言い換えれば、点灯装置１０Ａでは、ダイオードＤ１の導通期間Ｔ１のときに電流Ｉａが
振動するのを抑制することが可能で、かつ、変換回路４をＤＣＭ（Discontinuous Curren
t Mode）で動作させることが可能となる。よって、点灯装置１０Ａでは、力率改善を図り
ながらも、動作の安定性を向上させることが可能となる。
【００５３】
　制御回路５は、一定周期ごとにスイッチング素子Ｑ１がオン状態となるように、スイッ
チング素子Ｑ１を制御するように構成されている。制御回路５は、駆動部１１と、制御部
１２と、発生部１３とを備えている。
【００５４】
　駆動部１１は、スイッチング素子Ｑ１を駆動するように構成されている。駆動部１１は
、スイッチング素子Ｑ１のゲート端子と電気的に接続されている。
【００５５】
　制御部１２は、例えば、マイクロコンピュータである。制御部１２は、駆動部１１を制
御するように構成されている。具体的に説明すると、制御部１２は、駆動部１１を制御す
る制御信号を駆動部１１へ出力するように構成されている。制御信号は、例えば、ＰＷＭ
信号である。なお、制御回路５は、制御部１２としてマイクロコンピュータを用いている
が、これに限らず、例えば、制御用ＩＣ等を用いてもよい。また、制御回路５は、駆動部
１１と、制御部１２と、発生部１３とを備えた構成であるが、この構成を特に限定しない
。
【００５６】
　発生部１３は、一定周期（例えば、２２．２μｓ）の三角波信号を発生するように構成
されている。
【００５７】
　制御部１２は、制御信号を生成する生成部１４を備えている。
【００５８】
　生成部１４は、検出回路６により検出された検出電圧と、予め設定された基準電圧（以
下、「第１基準電圧」）との差分電圧を生成するように構成されている。また、生成部１
４は、発生部１３からの三角波信号の信号レベルと上記差分電圧の電圧レベルとに基づい
て、一定周期ごとにスイッチング素子Ｑ１をオン状態にする制御信号（以下、「第１制御
信号」）を生成するように構成されている。なお、生成部１４は、発生部１３からの三角
波信号の信号レベルと上記差分電圧の電圧レベルとに基づいて（いわゆる、三角波比較方
式に基づいて）、第１制御信号を生成するように構成されているが、この構成に限らない
。生成部１４は、例えば、デジタル制御方式に基づいて、第１制御信号を生成するように
構成されていてもよい。
【００５９】
　生成部１４は、図２に示すように、抵抗Ｒ３と、オペアンプ１５と、コンパレータ１６
と、設定部１７とを備えている。設定部１７は、第１基準電圧を出力するように構成され
ている。また、設定部１７は、第１基準電圧を変更可能に構成されている。設定部１７は
、例えば、第１基準電圧を可変とする直流電源である。なお、生成部１４では、抵抗Ｒ３
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とオペアンプ１５とでエラーアンプを構成している。
【００６０】
　抵抗Ｒ３の第１端は、検出回路６における抵抗Ｒ２の第２端と電気的に接続されている
。また、抵抗Ｒ３の第１端は、オペアンプ１５の反転入力端子と電気的に接続されている
。抵抗Ｒ３の第２端は、オペアンプ１５の出力端子と電気的に接続されている。
【００６１】
　オペアンプ１５の非反転入力端子は、設定部１７と電気的に接続されている。オペアン
プ１５の出力端子は、コンパレータ１６の非反転入力端子と電気的に接続されている。
【００６２】
　コンパレータ１６の反転入力端子は、発生部１３と電気的に接続されている。コンパレ
ータ１６の出力端子は、駆動部１１と電気的に接続されている。
【００６３】
　点灯装置１０Ａでは、制御回路５が一定周期ごとにスイッチング素子Ｑ１をオン状態に
するので、整流回路３の入力電流Ｉｉｎに含まれる高調波成分（例えば、第５次高調波成
分）を低減することが可能となる。よって、点灯装置１０Ａでは、整流回路３の入力電流
Ｉｉｎの波形を、交流電源５０からの交流電流の波形と同じ正弦波状にすることが可能と
なり（図４参照）、より高い力率を得ることが可能となる。
【００６４】
　また、制御回路５は、スイッチング素子Ｑ１の導通期間が一定となるように、スイッチ
ング素子Ｑ１を制御することが好ましい。これにより、点灯装置１０Ａでは、入力電流Ｉ
ｉｎに含まれる高調波成分を、より低減することが可能となり、より一層高い力率を得る
ことが可能となる。
【００６５】
　また、制御回路５は、定電流回路８を制御するように構成されている。具体的に説明す
ると、制御部１２は、定電流回路８を制御するように構成されている。
【００６６】
　定電流回路８は、例えば、図５に示すように、変換回路４から出力された直流電流の大
きさを可変とする可変部１８と、３つの抵抗Ｒ４～Ｒ６と、３つのコンデンサＣ６～Ｃ８
と、集積回路１９とを備えている。
【００６７】
　可変部１８は、例えば、エンハンスメント型のｎチャネルＭＯＳＦＥＴである。
【００６８】
　集積回路１９は、第１接続ピン、第２接続ピン、第３接続ピン、第４接続ピン、第５接
続ピン、第６接続ピン、第７接続ピンおよび第８接続ピンを備えている。集積回路１９は
、例えば、新日本無線株式会社製のオペアンプ（品番：ＮＪＭ２９０４）である。集積回
路１９は、第１オペアンプと、第２オペアンプとを備えている。集積回路１９では、第１
接続ピンが第１オペアンプの出力端子であり、第２接続ピンが第１オペアンプの反転入力
端子であり、第３接続ピンが第１オペアンプの非反転入力端子であり、第４接続ピンが負
極の電源端子である。また、集積回路１９では、第５接続ピンが第２オペアンプの非反転
入力端子であり、第６接続ピンが第２オペアンプの反転入力端子であり、第７接続ピンが
第２オペアンプの出力端子であり、第８接続ピンが正極の電源端子である。なお、集積回
路１９では、第２オペアンプを使用していない。また、図５中では、第２オペアンプの図
示を省略している。また、図５中の集積回路１９の図記号は、新日本無線株式会社製のオ
ペアンプ（品番：ＮＪＭ２９０４）を表している。
【００６９】
　集積回路１９の第１接続ピンは、可変部１８として用いたｎチャネルＭＯＳＦＥＴのゲ
ート端子と電気的に接続されている。また、集積回路１９の第１接続ピンは、抵抗Ｒ４を
介して、集積回路１９の第２接続ピンと電気的に接続されている。なお、定電流回路８で
は、第１オペアンプと抵抗Ｒ４とでエラーアンプを構成している。また、以下では、説明
の便宜上、可変部１８として用いたｎチャネルＭＯＳＦＥＴを、単に「ＭＯＳＦＥＴ」と
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称することもある。
【００７０】
　集積回路１９の第２接続ピンは、抵抗Ｒ５を介して、ＭＯＳＦＥＴのソース端子と電気
的に接続されている。また、集積回路１９の第２接続ピンは、コンデンサＣ６を介して、
変換回路４におけるコンデンサＣ３の低電位側の端子と電気的に接続されている。なお、
定電流回路８では、抵抗Ｒ５とコンデンサＣ６とでフィルタ回路を構成している。
【００７１】
　集積回路１９の第３接続ピンは、制御部１２と電気的に接続されている。
【００７２】
　集積回路１９の第４接続ピンおよび第５接続ピンの各々は、コンデンサＣ３の低電位側
の端子と電気的に接続されている。
【００７３】
　集積回路１９の第６接続ピンは、集積回路１９の第７接続ピンと電気的に接続されてい
る。
【００７４】
　集積回路１９の第８接続ピンは、電源回路と電気的に接続されている。上記電源回路は
、直流電圧Ｖｄを出力するように構成されている。上記電源回路は、例えば、変換回路４
から出力された直流電流に対応する電圧を直流電圧Ｖｄに変換して、直流電圧Ｖｄを出力
するように構成されていればよい。
【００７５】
　また、集積回路１９の第８接続ピンは、コンデンサＣ７を介して、コンデンサＣ３の低
電位側の端子と電気的に接続されている。
【００７６】
　ＭＯＳＦＥＴのドレイン端子は、出力端子２Ｂと電気的に接続されている。また、ＭＯ
ＳＦＥＴのドレイン端子は、コンデンサＣ８を介して、コンデンサＣ３の低電位側の端子
と電気的に接続されている。さらに、ＭＯＳＦＥＴのドレイン端子は、制御部１２と電気
的に接続されている。ＭＯＳＦＥＴのソース端子は、抵抗Ｒ６を介して、コンデンサＣ３
の低電位側の端子と電気的に接続されている。
【００７７】
　ところで、変換回路４は、ＳＥＰＩＣであるため、上記直流電流に、例えば、交流電源
５０の１周期に対して２倍の周期のリップル成分が重畳されてしまう。よって、点灯装置
１０Ａは、定電流回路８を備えていることが好ましい。また、制御回路５における制御部
１２は、可変部１８により上記直流電流の大きさを光源２０に適した電流の大きさとする
ように、可変部１８を制御することが好ましい。具体的に説明すると、制御部１２は、可
変部１８として用いたｎチャネルＭＯＳＦＥＴを、ゲート－ソース間電圧の変化に応じて
ドレイン電流が比例して変化する領域（能動領域）で動作させることが好ましい。言い換
えれば、制御部１２は、可変部１８として用いたｎチャネルＭＯＳＦＥＴを抵抗成分とし
て機能させるように構成されていることが好ましい。
【００７８】
　制御部１２は、定電流回路８における集積回路１９の第３接続ピンへ基準電圧（以下、
「第２基準電圧」）を出力するように構成されている。
【００７９】
　以下では、定電流回路８の動作について説明する。
【００８０】
　定電流回路８では、可変部１８として用いたｎチャネルＭＯＳＦＥＴがオン状態のとき
、コンデンサＣ３の高電位側の端子、出力端子２Ａ、光源２０、出力端子２Ｂ、可変部１
８、抵抗Ｒ６、コンデンサＣ３の低電位側の端子の経路で、電流Ｉｏｕｔが流れる。
【００８１】
　また、定電流回路８では、抵抗Ｒ６に電流Ｉｏｕｔが流れると、抵抗Ｒ６の両端間に電
圧が発生する。そして、定電流回路８では、抵抗Ｒ６の両端電圧が、上記フィルタ回路を
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介して、集積回路１９の第２接続ピンに入力される。
【００８２】
　集積回路１９における第１オペアンプは、反転入力端子に入力された電圧と、非反転入
力端子に入力された第２基準電圧とが一致するように、可変部１８へ出力電圧を出力する
。
【００８３】
　可変部１８は、集積回路１９から出力された出力電圧の大きさに基づいて、変換回路４
から出力された直流電流の大きさを可変とする。具体的に説明すると、可変部１８は、集
積回路１９から出力された出力電圧の変化に応じて、ゲート－ソース間電圧が変化する。
これにより、可変部１８では、ゲート－ソース間電圧の変化に応じてドレイン電流が比例
して変化するので、変換回路４から出力された直流電流の大きさを変化させることが可能
となる。よって、可変部１８では、変換回路４から出力された直流電流の大きさを、光源
２０に適した電流の大きさにすることが可能となる。
【００８４】
　点灯装置１０Ａでは、可変部１８として用いたｎチャネルＭＯＳＦＥＴを抵抗成分とし
て機能させるので、可変部１８により上記直流電流の大きさを光源２０に適した電流の大
きさにすることが可能となる。よって、点灯装置１０Ａでは、変換回路４からの上記直流
電流に含まれるリップル成分を低減することが可能となる。これにより、点灯装置１０Ａ
では、例えば、光源２０から放射される光のちらつきを抑えることが可能となる。また、
点灯装置１０Ａでは、この点灯装置１０Ａにより光源２０を点灯させた環境下において、
例えば、ビデオカメラ等の撮像装置で撮像された映像に、ちらつき（フリッカ）が発生す
るのを防ぐことが可能となる。
【００８５】
　なお、定電流回路８は、可変部１８と、３つの抵抗Ｒ４～Ｒ６と、３つのコンデンサＣ
６～Ｃ８と、集積回路１９とを備えた構成であるが、この構成を特に限定せず、少なくと
も、可変部１８と抵抗Ｒ６との直列回路を備えた構成であればよい。また、点灯装置１０
Ａは、定電流回路８を備えているが、定電流回路８を備えていなくてもよい。
【００８６】
　また、点灯装置１０Ａでは、制御部１２が定電流回路８を制御するように構成されてい
るが、この構成に限らず、制御部１２とは別の制御部が定電流回路８を制御するように構
成されていてもよい。
【００８７】
　点灯装置１０Ａでは、コンデンサＣ３のキャパシタンスが比較的大きく設定されている
ため、交流電源５０から交流電流が入力されなくなったとき、コンデンサＣ３に蓄積され
た電荷を放電するのに比較的長い時間がかかる可能性がある。これにより、点灯装置１０
Ａでは、例えば、交流電源５０から交流電流が入力されなくなっても、光源２０から光を
放射し続ける可能性がある。よって、点灯装置１０Ａは、光源２０に印加される電圧を制
限可能な制限回路２３を備えていることが好ましい。なお、以下では、説明の便宜上、交
流電源５０から交流電流が入力されなくなったときを、「交流電源５０がオフ状態になっ
たとき」と称する。交流電源５０がオフ状態になったときとは、例えば、交流電源５０と
入力端子１Ａもしくは入力端子１Ｂとの間に接続された電源スイッチがオフされたときを
意味する。
【００８８】
　制限回路２３は、抵抗Ｒ７と抵抗Ｒ８との直列回路を備えている。抵抗Ｒ７と抵抗Ｒ８
との直列回路は、コンデンサＣ３の両端間に、電気的に接続されている。言い換えれば、
制限回路２３は、コンデンサＣ３と並列に接続されている。
【００８９】
　抵抗Ｒ７の抵抗値および抵抗Ｒ８の抵抗値は、交流電源５０がオフ状態になったときに
、光源２０に印加される電圧が光源２０の点灯電圧未満となるように、設定されているこ
とが好ましい。また、制御回路５における制御部１２は、交流電源５０がオフ状態になっ
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たとき、集積回路１９から可変部１８へ上記出力電圧が出力するのを停止させるように定
電流回路８を制御することが好ましい。なお、光源２０の点灯電圧とは、光源２０を点灯
させることができる最小電圧を意味する。また、光源２０の点灯電圧は、例えば、固体発
光素子２１がＬＥＤのとき、複数の固体発光素子２１における合計の順電圧（順方向電圧
）である。
【００９０】
　具体的に説明すると、制御部１２は、交流電源５０がオフ状態になったときに、定電流
回路８における集積回路１９の第２接続ピンへ、パルス信号を出力するように構成されて
いる。また、制御部１２は、交流電源５０がオフ状態になったときに、パルス信号の信号
レベルをローレベルからハイレベルに変更するように構成されている。これにより、点灯
装置１０Ａでは、交流電源５０がオフ状態になったとき、集積回路１９から可変部１８へ
上記出力電圧が出力するのを停止させることが可能となる。また、点灯装置１０Ａでは、
交流電源５０がオフ状態になったとき、制限回路２３によって、光源２０に印加される電
圧を光源２０の点灯電圧未満にすることが可能となる。したがって、点灯装置１０Ａでは
、交流電源５０がオフ状態になったときに、光源２０から光を放射し続けるのを防止する
ことが可能となる。なお、制御部１２により交流電源５０がオフ状態になったときを検出
する方法としては、例えば、制御回路５に供給される電圧が規定電圧未満になったときを
検出すればよい。制御回路５に供給される電圧とは、制御回路５を動作させる電圧を意味
する。
【００９１】
　なお、点灯装置１０Ａでは、インダクタＬ１およびインダクタＬ２が、トランスのコア
に取り付けられていてもよい。また、点灯装置１０Ａでは、図６に示すように、インダク
タＬ１およびインダクタＬ２が、トランスのコアに取り付けられ、インダクタＬ１とコン
デンサＣ１との間に他のインダクタＬ５が電気的に接続されていてもよい。
【００９２】
　また、点灯装置１０Ａでは、変換回路４の一対の出力端と一対の出力端子２Ａ，２Ｂと
の間に、ＤＣ／ＤＣコンバータが、電気的に接続されていてもよい。また、点灯装置１０
Ａでは、整流回路３の一対の出力端と変換回路４の一対の入力端との間に、ＡＣ／ＤＣコ
ンバータが、電気的に接続されていてもよい。さらに、点灯装置１０Ａでは、整流回路３
の一対の出力端と変換回路４の一対の入力端との間に、フィルタ回路が、電気的に接続さ
れていてもよい。
【００９３】
　以上説明した点灯装置１０Ａは、一対の入力端子１Ａ，１Ｂと、光源２０が電気的に接
続される一対の出力端子２Ａ，２Ｂと、交流電流を全波整流する整流回路３とを備えてい
る。また、点灯装置１０Ａは、整流回路３からの脈流電流を直流電流に変換して、上記直
流電流を一対の出力端子２Ａ，２Ｂへ出力する変換回路４と、変換回路４を制御する制御
回路５とを備えている。一対の入力端子１Ａ，１Ｂは、整流回路３の一対の入力端と電気
的に接続されている。整流回路３の一対の出力端は、変換回路４の一対の入力端と電気的
に接続されている。変換回路４は、ＳＥＰＩＣである。変換回路４は、変換回路４の一対
の入力端間に接続された第１コンデンサＣ１と、第１コンデンサＣ１の両端間に接続され
た第１インダクタＬ１およびスイッチング素子Ｑ１の直列回路とを備えている。また、変
換回路４は、スイッチング素子Ｑ１における第１主端子と第２主端子との間に接続された
第２コンデンサＣ２および第２インダクタＬ２の直列回路を備えている。さらに、変換回
路４は、第２インダクタＬ２の両端間に接続されたダイオードＤ１および第３コンデンサ
Ｃ３の直列回路を備えている。第３コンデンサＣ３は、変換回路４の一対の出力端間に接
続されている。一対の出力端子２Ａ，２Ｂは、変換回路４の一対の出力端と電気的に接続
されている。第１インダクタＬ１のインダクタンスは、ダイオードＤ１が導通する期間を
、第１コンデンサＣ１と第１インダクタＬ１と第２コンデンサＣ２と第３コンデンサＣ３
とを含む閉ループ回路における共振周期の半周期よりも短くするように、設定されている
。第２インダクタＬ２のインダクタンスは、ダイオードＤ１が導通する期間を、上記閉ル



(13) JP 6429148 B2 2018.11.28

10

20

30

40

50

ープ回路における共振周期の半周期よりも短くするように、設定されている。制御回路５
は、一定周期ごとにスイッチング素子Ｑ１がオン状態となるように、スイッチング素子Ｑ
１を制御する。これにより、点灯装置１０Ａでは、第１コンデンサＣ１および第２コンデ
ンサＣ２のキャパシタンスを比較的小さく設定することが可能で、かつ、ダイオードＤ１
の導通期間Ｔ１のときにインダクタＬ１に流れる電流Ｉａが振動するのを抑制することが
可能となる。よって、点灯装置１０Ａでは、力率改善を図りながらも、動作の安定性を向
上させることが可能となる。
【００９４】
　第１インダクタＬ１のインダクタンスは、第２インダクタＬ２のインダクタンスよりも
大きく設定されていることが好ましい。これにより、点灯装置１０Ａでは、ダイオードＤ
１の導通期間Ｔ１のときにインダクタＬ１に流れる電流Ｉａが振動するのを抑制可能で、
かつ、ダイオードＤ１に流れる電流Ｉｄがゼロに達した後にスイッチング素子Ｑ１をオン
状態にすることが可能となる。よって、点灯装置１０Ａでは、力率改善を図りながらも、
動作の安定性を向上させることが可能となる。
【００９５】
　制御回路５は、スイッチング素子Ｑ１の導通期間が一定となるように、スイッチング素
子Ｑ１を制御することが好ましい。これにより、点灯装置１０Ａでは、入力電流Ｉｉｎに
含まれる高調波成分を、より低減することが可能となり、より一層高い力率を得ることが
可能となる。
【００９６】
　以下では、点灯装置１０Ａを備えた照明器具３０について、図７に基づいて説明する。
【００９７】
　照明器具３０は、例えば、ダウンライトである。照明器具３０は、例えば、天井材４０
に設置されるように構成されている。具体的に説明すると、照明器具３０は、例えば、天
井材４０に形成された孔４１に、埋め込み配置されるように構成されている。
【００９８】
　照明器具３０は、例えば、点灯装置１０Ａと、光源２０と、接続線３１と、器具本体３
２とを備えている。
【００９９】
　光源２０は、複数の固体発光素子２１から放射された光を反射する反射板３３を備えて
いる。
【０１００】
　点灯装置１０Ａは、接続線３１を介して、光源２０と電気的に接続されている。
【０１０１】
　光源２０は、器具本体３２に取り付けられている。具体的に説明すると、器具本体３２
は、光源２０が取り付けられるように構成されている。
【０１０２】
　器具本体３２は、光源２０が取り付けられるように構成されているが、この構成に限ら
ず、点灯装置１０Ａと光源２０とが取り付けられるように構成されていてもよい。すなわ
ち、照明器具３０は、点灯装置１０Ａと光源２０とが別々に配置された電源別置型の照明
器具であるが、これに限らず、点灯装置１０Ａと光源２０とが器具本体３２に取り付けら
れた電源一体型の照明器具であってもよい。
【０１０３】
　なお、照明器具３０は、ダウンライトに限らず、例えば、シーリングライト、スポット
ライト等であってもよい。
【０１０４】
　以上説明した照明器具３０は、点灯装置１０Ａと、点灯装置１０Ａにより点灯可能な光
源２０とを備えている。これにより、照明器具３０では、力率改善を図りながらも、動作
の安定性を向上させることが可能な点灯装置１０Ａを備えた照明器具３０を提供すること
ができる。
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【０１０５】
　（実施形態２）
　実施形態２の点灯装置１０Ｂの基本構成は、実施形態１の点灯装置１０Ａと同じであり
、図８に示すように、点灯装置１０Ａにおける制御回路５とは異なる構成の制御回路２４
を備えている点等が、点灯装置１０Ａと相違する。なお、点灯装置１０Ｂでは、点灯装置
１０Ａと同様の構成要素に同一の符号を付して説明を適宜省略する。
【０１０６】
　変換回路４におけるインダクタＬ１は、トランスの一次巻線である。このトランスは、
インダクタＬ１からなる一次巻線と磁気的に結合する二次巻線であるインダクタＬ６を備
えている。
【０１０７】
　制御回路２４は、点灯装置１０Ａにおける制御回路５と同様に、変換回路４および定電
流回路８を制御するように構成されている。
【０１０８】
　制御回路２４は、駆動部１１と、制御部２５と、発生部１３と、第１検出部２６と、第
２検出部２７と、第３検出部２８とを備えている。
【０１０９】
　制御部２５は、例えば、マイクロコンピュータである。制御部２５は、駆動部１１を制
御するように構成されている。具体的に説明すると、制御部２５は、駆動部１１を制御す
る制御信号を駆動部１１へ出力するように構成されている。制御信号は、例えば、ＰＷＭ
信号である。なお、制御回路２４は、制御部２５としてマイクロコンピュータを用いてい
るが、これに限らず、例えば、制御用ＩＣ等を用いてもよい。また、制御回路２４は、駆
動部１１と、制御部２５と、発生部１３と、第１検出部２６と、第２検出部２７と、第３
検出部２８とを備えた構成であるが、この構成を特に限定しない。
【０１１０】
　制御部２５は、生成部１４と、生成部２９とを備えている。
【０１１１】
　生成部１４は、上記第１制御信号を生成するように構成されている。
【０１１２】
　生成部２９は、検出回路６により検出された検出電圧と第１基準電圧との差分電圧を生
成するように構成されている。また、生成部２９は、上記差分電圧に基づいて、スイッチ
ング素子Ｑ１のオン期間を有する制御信号（以下、「第２制御信号」）を生成するように
構成されている。
【０１１３】
　第１検出部２６は、光源２０に印加される電圧（以下、「第１電圧」）を検出するよう
に構成されている。第１検出部２６は、例えば、抵抗分圧回路である。
【０１１４】
　第２検出部２７は、整流回路３の一対の出力端間の電圧（以下、「第２電圧」）を検出
するように構成されている。第２検出部２７は、例えば、抵抗分圧回路である。
【０１１５】
　第３検出部２８は、ダイオードＤ１に流れる電流Ｉｄの電流値が所定範囲内の値である
ことを検出するように構成されている。一例を挙げて説明すると、第３検出部２８は、ダ
イオードＤ１に流れる電流Ｉｄの電流値がゼロになることを検出するように構成されてい
る。なお、第３検出部２８は、ダイオードＤ１に流れる電流Ｉｄの電流値が完全にゼロに
なることを検出するように構成されている必要はなく、電流Ｉｄの電流値がゼロを含む所
定範囲内の値になることを検出するように構成されていてもよい。
【０１１６】
　第３検出部２８は、インダクタＬ６の第１端と電気的に接続されている。インダクタＬ
６の第２端は、変換回路４におけるコンデンサＣ３の低電位側の端子と電気的に接続され
ている。
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【０１１７】
　ところで、本願発明者らは、制御回路２４とは異なる制御回路を備えた比較例２の点灯
装置を考えた。なお、比較例２の点灯装置は、上記制御回路のみが点灯装置１０Ｂと相違
する。
【０１１８】
　上記制御回路は、駆動部１１と、第３検出部２８と、生成部２９のみを具備する制御部
とを備えている。上記制御部は、第３検出部２８により電流Ｉｄの電流値が所定範囲内の
値であることが検出されたとき、生成部２９により生成された第２制御信号を駆動部１１
へ出力するように構成されている。
【０１１９】
　本願発明者らは、比較例２の点灯装置において、変換回路４の出力電圧と、整流回路３
の入力電流Ｉｉｎに含まれる第５次高調波成分の歪率とが、図９に示すような相関を有す
るという結果を得た。また、本願発明者らは、比較例２の点灯装置において、変換回路４
の出力電圧が｛（第２電圧の実効値）／３｝よりも小さくなると、入力電流Ｉｉｎに含ま
れる第５次高調波成分を低減することが難しいと考えた。なお、図９中の一点鎖線は、Ｊ
ＩＳ　Ｃ６１０００－３－２：２０１１に規定された照明器具（クラスＣ）の第５次高調
波成分の相対的限度値を表している。
【０１２０】
　また、本願発明者らは、実施形態１の点灯装置１０Ａにおいて、スイッチング素子Ｑ１
がオフ状態からオン状態になるタイミングで、スイッチング素子Ｑ１の損失が大きくなり
、比較例２の点灯装置よりも変換回路４の変換効率が低下する可能性があると考えた。
【０１２１】
　制御回路２４は、第１電圧と第２電圧との大小関係に基づいて、スイッチング素子Ｑ１
を制御するように構成されている。具体的に説明すると、制御部２５は、第１電圧と第２
電圧との大小関係に基づいて、駆動部１１を制御するように構成されている。
【０１２２】
　制御部２５は、第１電圧と第２電圧とが下記の式（２）の関係を満たすとき、生成部１
４により生成された上記第１制御信号を駆動部１１へ出力するように構成されている。
（第１電圧の電圧値）≦｛（第２電圧の実効値）／３｝　・・・式（２）
　点灯装置１０Ｂでは、第１電圧と第２電圧とが上記の式（２）の関係を満たすとき、比
較例２の点灯装置に比べて、入力電流Ｉｉｎに含まれる高調波成分を低減することが可能
となり、より高い力率を得ることが可能となる。
【０１２３】
　また、制御部２５は、第１電圧と第２電圧とが、下記の式（３）の関係を満たすとき、
第３検出部２８の検出結果に応じて、駆動部１１を制御するように構成されている。例え
ば、制御部２５は、第１電圧と第２電圧とが、下記の式（３）の関係を満たすとき、第３
検出部２８により電流Ｉｄの電流値が所定範囲内の値であることが検出されると、生成部
２９により生成された第２制御信号を駆動部１１へ出力するように構成されている。
（第１電圧の電圧値）＞｛（第２電圧の実効値）／３｝　・・・式（３）
　点灯装置１０Ｂでは、第１電圧と第２電圧とが上記の式（３）の関係を満たすとき、第
３検出部２８の検出結果に応じて、駆動部１１によりスイッチング素子Ｑ１を制御するの
で、変換回路４の変換効率が低下するのを抑制することが可能となる。
【０１２４】
　したがって、点灯装置１０Ｂでは、第１電圧と第２電圧との大小関係に基づいて、スイ
ッチング素子Ｑ１を制御するので、変換回路４の出力電圧が比較的小さいときに、より高
い力率を得ることが可能となる。また、点灯装置１０Ｂでは、第１電圧と第２電圧との大
小関係に基づいて、スイッチング素子Ｑ１を制御するので、変換回路４の出力電圧が比較
的大きいときに、変換回路４の変換効率が低下するのを抑制することが可能となる。
【０１２５】
　なお、点灯装置１０Ｂは、例えば、実施形態１の照明器具３０に適用してもよい。
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　以上説明した点灯装置１０Ｂでは、制御回路２４が、スイッチング素子Ｑ１を駆動する
駆動部１１と、駆動部１１を制御する制御部２５と、光源２０に印加される電圧である第
１電圧を検出する第１検出部２６とを備えている。また、制御回路２４は、整流回路３の
一対の出力端間の電圧である第２電圧を検出する第２検出部２７と、ダイオードＤ１に流
れる電流Ｉｄの電流値が所定範囲内の値になることを検出する第３検出部２８とを備えて
いる。制御部２５は、駆動部１１を制御する制御信号を生成する生成部１４を備えている
。制御部２５は、生成部１４により生成された制御信号を駆動部１１へ出力するように構
成されている。生成部１４は、一定周期ごとにスイッチング素子Ｑ１をオン状態にする制
御信号（第１制御信号）を生成するように構成されている。制御部２５は、第１電圧と第
２電圧とが（第１電圧の電圧値）≦｛（第２電圧の実効値）／３｝の関係を満たすとき、
生成部１４により生成された制御信号（第１制御信号）を駆動部１１へ出力するように構
成されている。また、制御部２５は、第１電圧と第２電圧とが（第１電圧の電圧値）＞｛
（第２電圧の実効値）／３｝の関係を満たすとき、第３検出部２８の検出結果に応じて、
駆動部１１がスイッチング素子Ｑ１を駆動するように駆動部１１を制御する。これにより
、点灯装置１０Ｂでは、変換回路４の出力電圧が比較的小さいときに、より高い力率を得
ることが可能となり、かつ、変換回路４の出力電圧が比較的大きいときに、変換回路４の
変換効率が低下するのを抑制することが可能となる。
【符号の説明】
【０１２７】
　１Ａ，１Ｂ　一対の入力端子
　２Ａ，２Ｂ　一対の出力端子
　３　整流回路
　４　変換回路
　５　制御回路
　１０Ａ　点灯装置
　１０Ｂ　点灯装置
　１１　駆動部
　１４　生成部
　２０　光源
　２４　制御回路
　２５　制御部
　２６　第１検出部
　２７　第２検出部
　２８　第３検出部
　３０　照明器具
　Ｃ１～Ｃ３　コンデンサ（第１コンデンサ～第３コンデンサ）
　Ｄ１　ダイオード
　Ｌ１～Ｌ２　インダクタ（第１インダクタ～第２インダクタ）
　Ｑ１　スイッチング素子
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